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「Ｄカフェみつまた」に集まった幅広い年代の人たち

　「
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
地
域
で

支
え
る
交
流
の
場
」
を
提
供
し
て
い
る
三

俣
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
前
橋
市
内
で
運
営
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
一
部
を
月
１
回
開
放
し
『
Ｄ

カ
フ
ェ
み
つ
ま
た
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
飲
食
物
の
提
供
や
ゲ
ー
ム
、
野

菜
の
即
売
、
薬
剤
師
に
よ
る
お
薬
相
談
な

ど
を
行
っ
て
い
て
、
認
知
症
の
人
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
大
人
も
参

加
し
て
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
現
在
『
認
知
症
カ
フ
ェ
』
と
い
う
名
前 三

みつまた
俣和
かず
哉
や
さん

県庁地域包括ケア推進室　☎027-226-2616

で
こ
の
よ
う
な
活
動
が
全
国
に
広
が
っ
て

い
ま
す
が
、
認
知
症
で
な
け
れ
ば
行
っ
て

は
い
け
な
い
の
で
は
、
と
い
う
誤
解
を
生

む
た
め
、こ
こ
は
『
Ｄ
カ
フ
ェ
』
と
呼
び
、

建
物
も
内
装
を
明
る
く
す
る
な
ど
居
心
地

が
良
く
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
と
は
別
に
、
地
域
に
認
知
症
の

人
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
イ
ベ
ン
ト『
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
伴と
も
＋プ
ラ
ス

ぐ
ん
ま
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
１
本
の
た
す
き
を
ゴ
ー
ル
の

県
庁
ま
で
つ
な
い
で
走
り
ま
す
。
参
加
者

は
認
知
症
の
人
だ
け
で
な
く
施
設
の
職
員

や
利
用
者
、
認
知
症
の
人
が
暮
ら
す
地
域

の
人
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
認
知

症
の
人
が
皆
さ
ん
の
近
く
に
住
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
は

だ
し
で
外
を
歩
い
て
い
る
人
や
、
夜
中
に

パ
ジ
ャ
マ
姿
で
出
歩
い
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
掛
け
て
も
ら
う

こ
と
で
、
行
方
不
明
の
人
が
見
つ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
皆
さ
ん
も
機
会
が

あ
れ
ば
、
近
く
の
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
」

日　程　9月29日（日）　
時　間　午後1時30分～3時30分（受け付けは１時から）
場　所　群馬会館（前橋市大手町）
演　題　認知症とともに笑顔で生きる
講　師　丹

た ん

野
の

智
と も ふ み

文（ご本人のためのもの忘れ総合相談窓口「お
れんじドア」代表・若年性認知症当事者）
定　員　400人（先着順）
申込期限　9月18日（水）
申し込み方法　はがきまたはファクス。参加者全員の氏名・職
業・認知症患者本人（家族）または支援者の別、代表者の住所
・電話番号・Eメールアドレスを記載してください
その他　自動車でお越しの場合は、県庁県民駐車場（前橋市大
手町）をご利用ください
申し込み・問い合わせ先　県庁地域包括ケア推進室（〒371-
8570　☎下記　　　027-243-2044）

医療機関名 電話番号
1 群馬大学医学部付属病院（前橋市） 027-220-8047
2 上毛病院（前橋市）＊ 027-266-1814
3 老年病研究所付属病院（前橋市）＊ 027-252-7811
4 サンピエール病院（高崎市）＊ 027-347-4477
5 田中病院（吉岡町）＊ 0279-54-5560
6 篠塚病院（藤岡市）＊ 0274-20-1103
7 西毛病院（富岡市）＊ 0274-63-8120
8 吾妻脳神経外科循環器科（東吾妻町）＊ 0279-68-5211
9 内田病院（沼田市）＊ 0278-24-5329
10 原病院（伊勢崎市）＊ 0270-74-0633
11 美原記念病院（伊勢崎市）＊ 0270-20-1700
12 東毛敬愛病院（太田市） 0276-26-1794
13 つつじメンタルホスピタル（館林市）＊ 0276-57-6366

◆認知症の相談窓口をご利用ください ◆認知症サポーターになりませんか？

◆認知症に関する講演会のお知らせ

→地域の高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターに
ご相談ください。詳しくは県ホームページ（https://www.
pref.gunma.jp/02/d2310055.html）をご覧くだ
さい。

　※右図から読み取れます

　各市町村にいるキャラバン・メイトが実施する認知症サポー
ター養成講座を受講・修了した人のことです。
　サポーターは認知症に関する正しい知識を持ち、認知症の人
や家族を温かく見守る応援者です。6月30日現在、県内で約
14万人が養成講座を受講しています。
　養成講座は県内各地で開催しており、修了者にはサポーター
の証であるオレンジリングを渡しています。開催日時など詳し
くは、お近くの地域包括支援センター（URL左記）にお問い
合わせください。→まずはかかりつけ医に相談しましょう。また下記認知症疾患

医療センターでは、認知症疾患に関する鑑別診断、専門医
療相談などを実施しています。

→「認知症の人と家族のための電話相談」
相談日・時間　月～金曜日（祝日を除く）午前10時～午後3時
相　談　先　☎027-289-2740

＊印の認知症疾患医療センターでは、若年性認知症（注）を支援す
るコーディネーターが配置されています
（注）若年性認知症について
　65歳未満で認知症の症状が現れることを「若年性認知症」といいま
す。働き盛りで家庭を支える年代の患者が多く、経済的な問題や家族の
身体的・精神的負担が大きいといわれています

　認知症の人とその家族、地域住民など誰で
も自由に参加できる集いの場は、地域によっ
て「オレンジカフェ」などと呼ばれています。
自由に話をしたり、認知症に関する情報交換
をしたりできる他、専門職が介護相談に応じ
る所もあります。
　現在県内各市町村で開催されていますので、気軽にお立ち
寄りください。詳しくは近くの地域包括支援センター（URL
下記）にお問い合わせください。

認知症の人・家族を支援するカフェへ行こう

○認知症について相談したい、介護予防サービスや介護保
険サービスを利用したい

認知症サポーターとは

○認知症について不安がある、認知症の人の介護経験があ
る家族に話を聞いてほしい

○物忘れが気になる、診察をしてほしい

FAX

認
知
症
の
人
を
支
え
る


